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薩摩川内市では、令和３年６月８日に、市長が「薩摩川内市未来創生ＳＤＧｓ・カーボン
ニュートラル宣言」を実施し、２０３０年ＳＤＧｓの達成と２０５０年カーボンニュートラル
の達成に向けて取り組んでいます。また、令和４年５月２０日には、国（内閣府）のＳＤＧｓ
未来都市に選定され、今後さらにＳＤＧｓ及びカーボンニュートラルの達成に向けて、「薩摩
川内ＳＤＧｓチャレンジ」を合言葉に市民総ぐるみで取り組むことを目指しています。

そこで、市内企業・団体等のＳＤＧｓの取組を見える化し、ＳＤＧｓ及びカーボンニュート
ラル達成に向けた市内企業・団体等による連携を図ることで、更なる取組の推進及び取組の裾
野の拡大及び市内におけるＳＤＧｓ及びカーボンニュートラルの取組の活性化につなげること
を目的に、薩摩川内市ＳＤＧｓ・カーボンニュートラル登録制度（通称：薩摩川内ＳＤＧｓ
チャレンジパートナー制度）を設立しました。

この手引きは、「薩摩川内ＳＤＧｓチャレンジパートナー制度」の申請方法など必要な事項
を定めたものです。

２．目的

ＳＤＧｓ及びカーボンニュートラル達成に向けた産官学金による連携を図ることで、更なる
取組の推進及び取組の裾野の拡大を図り、もって市内におけるＳＤＧｓ及びカーボンニュート
ラルの取組の活性化につなげることを目的としています。

３．ＳＤＧｓとは

ＳＤＧｓ『Sustainable Development Goals
（持続可能な開発目標）』とは、『誰一人取
り残さない』持続可能でよりよい社会の実現
を目指す世界共通の目標です。
（２０１５年９月の国連サミットで全会一致
で採択されました。）

『持続可能な開発』とは、将来の人に負担を
残したり、押し付けたりすることをせず、今
を生きる人たちの問題を解決していく、とい
うことです。

『誰一人取り残さない』持続可能で多様性と包摂性のある社会の実現のため、２０３０年
を年限とする１７の国際目標が決められています。

１．はじめに

【ロゴ：国連広報センター作成】
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２０２０年１０月、政府は２０５０年までに温室効果ガスの排出を全体としてゼロにする、
カーボンニュートラルを目指すことを宣言しました。

「排出を全体としてゼロ」というのは、ＣＯ２（二酸化炭素）をはじめとする温室効果ガ
スの「排出量」※から、植林、森林管理などによる「吸収量」※を差し引いて、合計を実質
ゼロにすることを意味しています。 ※人為的なもの

カーボンニュートラルの達成のためには、温室効果ガスの排出量の削減並びに吸収用の保
全及び強化をする必要があります。

また、カーボンニュートラルは、ＳＤＧｓの様々なゴールにも密接に関わっています。

５．身近な取組内容の例

身近な取組内容と関連するＳＤＧｓのゴールをご紹介します。同じ取り組みでも、「取組の
目的」や「取組による効果」はそれぞれ異なるため、各取組がどのＳＤＧｓのゴールに関連す
るのか、Ｐ７～９を参考にして、「薩摩川内ＳＤＧｓチャレンジパートナー登録申請書（様式
第１号）」、「薩摩川内ＳＤＧｓチャレンジパートナー宣言書（様式第２号）」に記載をして
ください。

「育休取得率向上に向けて取り組む。」「柔軟な働き方を取り入れる」
「定期的な健康診断を実施する」

性別に関わらず、育児に参加したり、家庭と仕事を両立したり、
誰もが意欲を持って健康に働き続けることができます。

「節水や節電に取り組んでいる」「電気自動車を導入している」
温室効果ガスの削減と、地球の資源を守ることにつながりま

す。

「ごみ（廃棄物）を減らし、分別する」
「分別しやすい製品をつくる」

「大量生産・大量廃棄」から、分別・再利用したり、元々再利用
しやすい製品の設計にすることで限りある資源を有効に活用するこ
とにつながります。

「小中学生の職場見学を受け入れる」
小中学生に地元にある仕事の魅力を伝え、地元や地元にある仕事

に愛着を持ってもらうことにつながります。また、地元の仕事の魅
力を伝えることにもつながります。

４．カーボンニュートラルとは

Co2排出 吸収
± ０

ＣＯ２
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６．制度内容

・薩摩川内ＳＤＧｓチャレンジパートナー制度は、ＳＤＧｓ及びカーボンニュートラルの
達成に向けて取り組むことを宣言し、市が登録する制度です。

・薩摩川内ＳＤＧｓチャレンジパートナー制度への登録事業者を「薩摩川内ＳＤＧｓチャ
レンジパートナー」と呼称します。

７．申請事業者の要件

制度の対象となる事業者の要件は、次の各号のいずれにも該当するものとします。

薩摩川内市ＳＤＧｓ・カーボンニュートラル登録制度実施要綱
第３条 ＳＤＧｓパートナー制度の対象となる市内企業等は、次に掲げる要件のいずれ

にも該当する者でなければならない。
⑴ 市内に本社、支店、事業所等を有し、市内で事業活動を行う企業、法人、ＮＰＯ

団体、市民団体、教育・研究機関、個人事業主等又は本市と包括連携協定を結んで
いる企業・団体等であること。

⑵ 暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第７７号）第２
条第２号に規定する暴力団でないこと及び同条第６号に規定する暴力団員が所属し
ていないこと並びに暴力団又は暴力団員と密接な関係を有しないこと。

⑶ その他関係法令等に違反する重大な事実がないこと又は社会通念上、登録するに
ふさわしくないと判断される事由がないこと。

８．薩摩川内ＳＤＧｓチャレンジパートナーができる
こと

薩摩川内ＳＤＧｓチャレンジパートナーに登録された際に以下のことができます。

・市ＨＰ等による紹介を行います。
・「薩摩川内ＳＤＧｓチャレンジパートナー」の呼称を使用できます。
・薩摩川内ＳＤＧｓチャレンジロゴマークを活用することができます。

※薩摩川内ＳＤＧｓチャレンジロゴマークの活用については、別途申請が必要
です。
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登録の更新

登録の取り消し

登録の辞退

登録
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登録の期間は登録をした日から起算して３年間です。

登録の変更

登録の通知

９．手続き

本制度の手続きは下記に沿って行ってください。

・ＳＤＧｓ及びカーボンニュートラルの達成に向けて取り組む意思を市長に宣言。
【提出書類】

(1) 薩摩川内ＳＤＧｓチャレンジパートナー登録申請書（様式第１号）
(2) 薩摩川内ＳＤＧｓチャレンジパートナー宣言書（様式第２号）
(3) その他市長が必要と認める書類

・登録を決定したときは、薩摩川内ＳＤＧｓチャレンジパートナー結果通知書
（様式第３号）によりその結果を通知します。

・市長は、登録を決定した事業者に薩摩川内ＳＤＧｓチャレンジパーナー登録証
（様式第４号）を交付します。

・登録の期間内に申請内容に変更があった場合は、薩摩川内ＳＤＧｓチャレンジ
パートナー変更届出書（様式第５号）により市長に届け出てください。

・登録事業者は、以下の場合、薩摩川内ＳＤＧｓチャレンジパートナー辞退届出
書（様式第６号）により市長に届け出てください。

【辞退届出の提出の必要がある場合】

・第３条に規定する要件を満たさなくなったとき
・登録を継続する意思がないとき

・市長は、以下の場合、登録を取り消します。

【登録取り消しになる場合】

・登録事業者が第３条に規定する要件を満たさないことが明らかになったとき
・登録事業者として適当でないと認めるとき

・登録をした日から起算して３年後、登録の更新を希望する場合は、「登録」と同
じ書類を再度ご提出ください。



１０．取組状況の把握

取組状況の把握をするため、必要に応じて登録事業者に聴き取り及び現地調査を実施する
ほか、取組状況が確認できる書類等の提出を求めることができます。

１１．その他

この手引きに定めるもののほか、薩摩川内ＳＤＧｓチャレンジパートナー制度に関し必要
な事項は、市長が別に定めます。

１２．問合せ先

〒895-8650
鹿児島県薩摩川内市神田町３番２２号
薩摩川内市 未来政策部 企画政策課 企画総務・ＳＤＧｓグループ

電 話：0996-23-5111（内線 4821、4822）
ＦＡＸ：0996-20-5570
メール：sdgs-kikakusomu@city.satsumasendai.lg.jp
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１３．（参考）ＳＤＧｓの１７のゴール
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ロゴ：国連広報センター作成



１４．（参考）ＳＤＧｓウエディングケーキモデル

この表は、『ＳＤＧｓウエディングケーキモデル』と呼ばれる構造モデルです。
一番下に「環境」、その上に「社会」、さらにその上に「経済」がのっています。「環

境」の基盤があることで、私たちの「社会」、そして、お金を生み出す「経済」が成り立っ
ていることを表しています。つまり、わたしたちがよりよく生きるためには、これらの３つ
の調和とだれ一人取り残さない社会をつくるために、平和やパートナーシップの観点が欠か
せないことがわかります。

国や自治体、企業、個人など、様々な人たちが協力し合い、パートナーとして共に進んで
いくことで、持続可能で魅力的な社会を作っていくことに繋がっていきます。

このように、ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）を達成するためには、各ゴールを個別に達
成するものではなく、密接につながったすべての目標を意識して行動することが大切です。
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